
生
体
認
証
で
実
現
す
る
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
な
き

高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
社
会

犯
収
法
規
則
改
正
で
遂
に
導
入
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
の
本
人
確
認

激
変
す
る「
本
人
確
認
」

Liquid

︵
リ
キ
ッ
ド
︶

経
営
管
理
部
長

　

轟
木 

博
信

制
度
改
正
で
導
入
さ
れ
る

四
つ
の
本
人
確
認
方
法

現
在
、
金
融
機
関
等
に
本
人
確
認

義
務
を
課
す
「
犯
罪
収
益
移
転
防
止

法
」
は
、
非
対
面
で
の
本
人
確
認
の

方
法
と
し
て
「
顧
客
か
ら
身
分
証

（
写
し
）
の
送
付
を
受
け
、
顧
客
宅

に
転
送
不
要
郵
便
を
送
付
す
る
方

法
」
等
を
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

新
規
口
座
の
開
設
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
申
し
込
ん
で
も
、
最
終
的
に
は
顧

客
宅
に
「
転
送
不
要
郵
便
」
を
送
付

す
る
こ
と
で
本
人
確
認
を
行
う
た
め
、

事
実
上
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
を

完
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
囲
み

参
照
）。

こ
う
し
た
な
か
、
６
月
11
日
に
開

催
さ
れ
た
第
５
回
決
済
高
度
化
官
民

推
進
会
議
に
お
い
て
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
完
結
す
る
本
人
確
認
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
資
料
が
金
融
庁
か
ら

提
出
さ
れ
た
。
こ
の
内
容
は
、
同
法

施
行
規
則
を
改
正
し
、
諸
外
国
の
よ

う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
本
人
確
認

を
完
結
さ
せ
る
方
法
の
導
入
を
提
案

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
を
踏

ま
え
て
、
警
察
庁
は
近
日
中
に
同
法

施
行
規
則
の
改
正
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
完
結
で
き
る

本
人
確
認
と
し
て
、
具
体
的
に
四
つ

の
方
法
が
導
入
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

す
な
わ
ち
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
ビ
デ
オ
通
話
で
、

「
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付

き
）」
の
提
示
を
受
け
る
方
法
、
②

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き
）
の

画
像
の
送
信
を
受
け
る
と
と
も
に
、

顧
客
の
顔
画
像
の
送
信
を
受
け
る
方

口
座
開
設
の
本
人
確
認
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
で
き
る
新
た
な
方
法
を
導
入
す
る
た
め
、
犯
罪
収
益
移
転
防

止
法
の
施
行
規
則
改
正
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
近
日
中
に
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な

方
法
で
は
、
撮
影
し
た
顔
画
像
と
本
人
確
認
書
類
の
顔
写
真
を
照
合
す
る
生
体
認
証
技
術
を
用
い
る
も
の
も

あ
る
。
海
外
で
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
人
確
認
を
可
能
と
す
る
生

体
認
証
技
術
を
生
み
出
し
て
お
り
、
金
融
機
関
で
の
導
入
例
も
あ
る
。
国
内
で
の
生
体
認
証
活
用
に
向
け
た

動
き
も
出
始
め
て
お
り
、
さ
ら
な
る
普
及
や
発
展
が
見
込
ま
れ
る
。
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間
に
合
わ
せ
の
決
算
修
正

　

「
現
時
点
で
最
大
限
の
引
当
て
」。
５
月
15
日

に
開
か
れ
た
ス
ル
ガ
銀
行
の
決
算
会
見
。
６
期
連

続
の
増
収
増
益
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
最
大
の
要
因
で

あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
関
連
融
資
の
貸
倒
引
当
金
に

つ
い
て
、
審
査
部
を
管
掌
す
る
同
行
の
八
木
健
取

締
役
は
こ
う
強
調
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
舌
の
根
の
乾
か
ぬ
う
ち
に
決
算
の

下
方
修
正
を
発
表
す
る
。
６
月
６
日
、
同
行
は
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
関
連
融
資
の
貸
倒
引
当
金
の
見
直
し

に
加
え
て
、
他
の
投
資
用
不
動
産
融
資
に
も
同
様

の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
判
断
。
１
５
５
億
円
に
も
の

ぼ
る
貸
倒
引
当
金
を
積
み
増
し
、
前
期
比
84
％
の

大
幅
減
益
に
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
行
は
「
保
守
的
に
見
積
も
っ
た
結
果
」
と
説

明
す
る
が
、
あ
る
銀
行
担
当
ア
ナ
リ
ス
ト
は
決
算

修
正
に
つ
い
て
「
一
言
で
い
っ
て
雑
な
印
象
」
と

語
る
。
正
常
先
の
債
務
者
区
分
が
変
更
さ
れ
て
い

な
い
た
め
だ
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
物
件
ご
と
に
駅

か
ら
の
距
離
・
築
年
数
・
空
室
率
な
ど
を
見
て
債

務
者
区
分
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
同
行

で
は
個
別
に
物
件
を
精
査
す
る
こ
と
な
く
、
不
動

産
会
社
の
定
性
的
な
信
用
度
で
見
積
も
っ
て
い
る
。

配
当
支
払
い
や
株
主
総
会
が
迫
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
修
正
発
表
を
急
い
だ
と
み
ら
れ
、
今
後
さ
ら
に

貸
倒
引
当
金
が
膨
ら
む
可
能
性
は
否
め
な
い
。

被
害
者
が
加
害
者
に

　

こ
こ
で
簡
単
に
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
関
連
融
資
の

暗
部
を
説
明
し
よ
う
。
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

「
か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
」
を
扱
う
不
動
産
会
社
ス
マ

ー
ト
デ
イ
ズ
は
、
販
売
会
社
を
通
じ
て
「
自
己
資

金
ゼ
ロ
」
を
売
り
文
句
に
オ
ー
ナ
ー
を
募
っ
て
い

た
。「
自
己
資
金
１
割
以
上
」
と
い
う
内
規
を
設

け
る
ス
ル
ガ
銀
行
に
と
っ
て
、
本
来
は
融
資
対
象

に
な
ら
な
い
案
件
だ
。
だ
が
、
売
買
金
額
を
偽
っ

た
り
、
通
帳
を
偽
造
し
た
り
し
て
内
規
を
満
た
し

て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
、
融
資
が
実
行
さ
れ
る
。

オ
ー
ナ
ー
は
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
と
サ
ブ
リ
ー
ス
契

約
を
結
ぶ
が
、
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
が
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
か
ら

徴
収
す
る
賃
料
（
サ
ブ
リ
ー
ス
賃
料
）
の
一
部
が

オ
ー
ナ
ー
に
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
だ
。
オ
ー
ナ
ー

は
そ
の
サ
ブ
リ
ー
ス
賃
料
で
ス
ル
ガ
銀
行
に
債
務

を
返
済
し
、
残
額
が
オ
ー
ナ
ー
の
利
益
と
な
る
。

　

だ
が
、
そ
の
内
実
は
自
転
車
操
業
だ
っ
た
。
ス

マ
ー
ト
デ
イ
ズ
は
販
売
会
社
と
結
託
し
て
相
場
か

ら
懸
け
離
れ
た
高
値
で
土
地
建
物
を
オ
ー
ナ
ー
に

売
り
渡
し
、
そ
の
「
黒
い
金
」
で
オ
ー
ナ
ー
を
呼

び
込
む
た
め
の
高
額
な
サ
ブ
リ
ー
ス
賃
料
を
穴
埋

め
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
想
定
を
は
る
か
に
下

回
る
入
居
率
だ
っ
た
た
め
、
自
転
車
操
業
が
崩
壊
。

オ
ー
ナ
ー
へ
の
サ
ブ
リ
ー
ス
賃
料
支
払
い
も
ス
ト

ッ
プ
し
、
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
は
経
営
破
綻
し
た
。

　

返
済
困
難
に
陥
っ
た
オ
ー
ナ
ー
の
一
部
は
、
同

行
の
融
資
は
詐
欺
的
な
手
法
だ
と
訴
え
た
。
同
行

は
当
初
、
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
や
販
売
会
社
が
勝
手

に
書
類
を
改
竄
し
て
お
り
自
ら
は
被
害
者
だ
と
し

て
い
た
が
、「
危
機
管
理
委
員
会
」
に
よ
る
内
部

調
査
で
行
員
が
業
者
側
の
不
正
を
認
識
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
が
発
覚
。
さ
ら
に
横
浜
東

口
支
店
で
は
「
テ
ナ
ン
ト
料
が
入
る
ま
で
の
つ
な

ぎ
資
金
」
な
ど
と
称
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
融
資
に

加
え
、
年
利
７
・
５
％
に
及
ぶ
１
０
０
０
万
円
前

後
の
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
を
「
抱
き
合
せ
販
売
」
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、「
行
員
が
業
者
と
共
同
で
不
正

を
行
っ
て
い
た
」「
他
の
不
動
産
融
資
で
も
同
様

の
不
正
が
あ
っ
た
」
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
お
り
、

独
自
の
高
収
益
モ
デ
ル
を
築
い
た
ス
ル
ガ
銀
行
が
揺
れ
て
い
る
。
不
動
産
会
社
や
オ
ー
ナ
ー
の

責
任
と
思
わ
れ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
問
題
は
、
行
員
に
よ
る
審
査
書
類
改
竄
や
通
帳
偽
造
な
ど
の

問
題
に
発
展
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
以
外
の
不
動
産
融
資
で
も
行
員
の
不
正
が
疑
わ
れ
て
お
り
、
同

行
は
問
題
融
資
案
件
の
貸
倒
引
当
金
を
積
み
増
す
た
め
、
一
度
発
表
し
た
決
算
を
ひ
と
月
足
ら

ず
で
下
方
修
正
し
た
。金
融
庁
の
森
信
親
長
官
が
そ
の
収
益
性
を
お
手
本
事
例
に
す
る
な
ど「
地

銀
の
勝
ち
組
」
だ
っ
た
は
ず
の
ス
ル
ガ
銀
行
は
、
ど
こ
で
ぺ
ダ
ル
を
踏
み
間
違
え
た
の
か
。

ス
ル
ガ
銀
行
は
ど
こ
で
ペ
ダ
ル
を

踏
み
間
違
え
た
の
か
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主
要
行
７
グ
ル
ー
プ
の

　
　
　
　
２
０
１
８
年
３
月
期
決
算
分
析

厳
し
い
経
営
環
境
の
も
と
で
、構
造
改
革
前
倒
し
の
影
響
も
現
わ
れ
る

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
証
券

市
場
調
査
本
部
　
株
式
調
査
部

シ
ニ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト

　西
原 

里
江

コ
ア
利
益
は
１
割
近
く

減
少
も
最
終
利
益
は
増
加

主
要
行
７
社
グ
ル
ー
プ
の
２
０
１

８
年
３
月
期
決
算
は
、
連
結
ベ
ー
ス

の
最
終
利
益
が
前
年
度
比
で
６
・
６

％
増
加
し
た
が
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
収

益
の
減
少
と
経
費
の
増
加
が
続
き
、

コ
ア
利
益
で
あ
る
実
質
業
務
純
益
は

７
・
９
％
減
少
し
た
（
図
表
１
）。

ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
収
益
の
業
務
粗
利

益
は
前
年
度
比
で
２
・
２
％
減
少
し

た
。
こ
の
減
収
ペ
ー
ス
は
前
年
度
と

お
お
む
ね
同
じ
で
あ
り
、
国
内
預
貸

利
益
が
好
転
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、

厳
し
い
内
容
だ
っ
た
。
主
因
は
、
18

年
初
以
降
の
米
国
金
利
上
昇
を
受
け

た
米
債
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
圧
縮
に
伴
う

キ
ャ
リ
ー
益
（
資
金
利
益
）
の
減
少

や
、
米
債
の
ロ
ス
カ
ッ
ト
や
入
替
え

に
伴
う
有
価
証
券
関
連
損
益
（
そ
の

他
業
務
粗
利
益
）
の
悪
化
だ
っ
た
。

依
然
と
し
て
続
く
国
内
利
ザ
ヤ
の
縮

小
も
資
金
利
益
を
押
し
下
げ
た
。

ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
収
益
の
中
で
は
、

手
数
料
収
益
だ
け
が
前
年
度
比
で
増

主
要
行
７
社
グ
ル
ー
プ
の
決
算
は
、
最
終
利
益
は
増
益
と
な
っ
た
が
、
コ
ア
利
益
は
減
益
と
な

っ
た
。
厳
し
い
決
算
実
績
の
背
景
に
は
、
米
国
金
利
の
上
昇
や
依
然
と
し
て
続
く
国
内
利
ザ
ヤ

の
縮
小
、
米
国
で
の
手
数
料
収
益
の
一
時
的
な
落
込
み
と
い
っ
た
環
境
要
因
が
あ
る
ほ
か
、
資

産
・
経
費
の
構
造
改
革
の
影
響
が
早
く
も
織
り
込
ま
れ
始
め
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
が
５
月
に
発

表
し
た
中
期
経
営
計
画
で
は
、
資
産
効
率
︵
Ｒ
Ｏ
Ｅ
︶
の
改
善
が
真
っ
先
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の

た
め
の
構
造
改
革
と
し
て
の
戦
略
と
施
策
が
示
さ
れ
た
。
メ
ガ
バ
ン
ク
を
中
心
に
Ｒ
Ｏ
Ｅ
向
上

に
向
け
た
取
組
み
が
本
格
化
し
て
い
る
。
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